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なぜお金の流れで地球環境を守れるのかと、不思議に思いませんか？
これからは、なぜ当行が環境金融に取り組むのか、当行の多様な環境対応型金融商品・
サービスがどのように環境保全に貢献できるのか、ご紹介いたします。

持続可能な社会のために
　持続可能な社会とは、「環境の恵みを現在地球上で生きている人々で消費し尽くすことなく、貧しい人々や将来の世代との間で公平に
分かち合う社会」といえます。経済は社会の基盤であり、経済なくして社会は成り立ちません。その経済の血液といえる存在が、金融です。
　当行は、経済の血液である金融の役割を通じ、持続可能な社会づくりへの貢献に挑戦しています。環境対応型金融商品・サービスの開発、
提供などにより、お金の流れで地球環境を守る「環境金融」を実践しています。

　未来を担う子どもたちに、生きものの生息空間である「ビオ
トープ」を通じて、自然を大切に思う心を育んでほしいとの思い
から始まった助成活動です。
　定期預金をお預け入れいただくときに、窓口ではなくダイレク
トチャネル（ＡＴＭ、電話、インターネット）を利用されると、１回のお
預け入れごとに７円（不要となる申込用紙代相当額）を当行が負
担して積み立てます。積み立てた金額を、滋賀県内の
小学校へ「学校ビオトープ」づくりの資金として毎年
助成しています。
　学校ビオトープの助成校累計は２３校、
総額１,０７９万円にのぼります。

　　　　　　　　　　　　　　　  で
「農林水産大臣賞」を受賞
　２０１１年１０月、「第２回いきものにぎわい企業活動コンテスト
（主催：経団連など）」で一般部門最高賞の「農林水産大臣賞」を受賞
しました。
　企業の生物多様性保全などの優れた取り組みを顕彰するもので、
役職員による「ヨシ刈り」や「外来魚駆除釣り」などの地道な環境ボ
ランティアや、環境対応型金融商品を活用した「ニゴロブナ・ワタカ
放流事業」などの「琵琶湖の環境と生態系保全の“いきものがたり”
活動」が高く評価されました。

「持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則」への署名
　２０１１年１０月、「環境金融」の裾野の拡大と質の向上を目的とし、「持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則（２１世紀金融行動
原則）」が採択されました。当行は、起草委員会の委員として、本原則の策定に積極的に関わってまいりました。持続可能な社会の形成の
ために必要な責任と役割を果たすべく、署名金融機関として、本原則の趣旨をふまえて、積極的な活動を更に進めてまいります。

(2011年10月取扱開始)『しがぎん』ネット投信
　インターネットで投資信託の購入・売却などができる「ネット投信」を取り扱っています。２０１２年６月には、ネット投信の「電子交付サービス」を
ご契約いただくことにより削減される郵送費の一部３４９，２８０円を、「ＪＣＶ子どもの笑顔プロジェクト」へ寄付しました。
　「ＪＣＶ子どもの笑顔プロジェクト」は、認定ＮＰＯ法人「世界の子どもにワクチンを 日本委員会（JCV）」が開始
した被災地支援プロジェクトで、子どもたちの笑顔を生みだすさまざまな支援などに活用されます。

エコプラス定期実績

0

（件）

（年度）

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

取り扱い開始からの

累計１９５万件

お金の流れで地球環境を守る

の

学校ビオトープで環境学習 (2003年4月取扱開始)～エコプラス定期～

1

4

3

2

310,944303,894

240,073

161,614157,566
178,910

247,209

193,187

161,648

２０１２年度
「学校ビオトープ」助成校

長浜市立神照小学校

守山市立物部小学校

近江八幡市立安土小学校

近江商人の「三方よし」の考え方で商品企画

しがぎん

紙使用量の削減
②預かってよし

ビオトープ

ビオトープづくり
③世間、環境によし

ATM

金利がプラス

お客さま

①預けてよし

　当行の「ネットワークのしがぎん」への取り組みが２０１１年度の優れた「地域密着型
金融」であるとして、２０１２年３月、財務省近畿財務局より顕彰されました。
　「ネットワークのしがぎん」への取り組みでは、お取引先の企業価値向上を目指して、
しがぎんネットワーク（店舗網、グループ、商品など）を活用し、「お取引先の成長なくして、
当行の成長なし」の気概のもと、地域社会とともに「ニュービジネスサポート」や「企業
再生支援」などに取り組んでいます。

「地域密着型金融」の取り組みで顕彰

財務省近畿財務局の池田篤彦局長（左）から大道頭取へ顕彰状が贈られました

2011年度 学校ビオトープ助成校　❶東近江市立湖東第二小学校 ❷日野町立桜谷小学校 ❸長浜市立北郷里小学校 ❹守山市立河西小学校

いきものにぎわい企業活動コンテスト表彰式

件数
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預金と融資を地球環境保全で結ぶ ～未来の「種」から未来の「芽」へ～

～環境+防災意識の共有化と促進～

　「お金の流れで地球環境を守る」という当行独自の環境金融の取り組みとして、温室効果ガス削減への思いが込められたご預金
（「未来の種」）を原資に、温室効果ガス削減に取り組まれようとする事業者へご融資（「未来の芽」）しています。

温室効果ガス削減支援業務（2009年取扱開始）

（2005年取扱開始）

　温室効果ガスと光熱費（ランニングコスト）削減につながる取り
組みを支援しています。
　まず、当行はお取引先の所有設備やエネルギー使用状況など
を把握します。次に、削減ノウハウを有するパートナー企業と共同
で具体的な削減プランを提案します。そして、削減プランに沿った
形で、設備資金をサポートいたします。
　本業務により、地域金融機関として地域社会の低炭素化に貢献
するとともに、省エネ設備への投資を促して地域経済の活性化を
実現していきます。

『しがぎん』成長基盤強化応援ファンド
　経済の成長基盤強化に向けた取り組みを行うお客さまを対象とした「『しが
ぎん』成長基盤強化応援ファンド」を、2010年8月に設立しました。本ファンドは、
日本銀行が行う「成長基盤強化を支援するための資金供給」の対象金融機関
として当行が参加しており、成長分野への取り組みを強化されるお客さまへ資金
供給することを通じて地域経済の発展に貢献することを目的としています。

「企業格付制度」は“環境”も視野に
　当行では、ＣＳＲの側面も加味した、「企業格付」を実施して
います。
　「企業格付」では、環境保全に熱心なお取引先の活動を取
引評価ならびに信用格付に反映させるため「環境配慮評価
項目」を設けています。
　また、この格付制度を、お取引先の企業価値向上に向けた
提案や親身なソリューション活動を充実させるための「コミュ
ニケーションツール」として活用し、「知恵と親切を提供する
ビジネス」を展開しています。

排出権 11,950tを無償譲渡（お預け入れ残高の0.1%分）

孫や子どもの暮らす
地球環境を守りたい

いつまでも美しい
ふるさとを残したい

環境に配慮した企業を
応援したい

排出権購入

国に移転

環境事業
限定融資

環境配慮への
取り組みが
先進的な企業

環境配慮企業

環境関連
ニュービジネス企業

カーボンオフセット
定期預金

2008年～2012年
5年もの定期預金

ご預金枠60億円

事業者向け
環境配慮型融資

ご融資枠60億円

ご預金者の思い ご預金者の思いを受け継いで、温室効果ガス削減につながる事業資金にご融資

ご融資先

　お客さまからお預け入れいただいた
定期預金の金額に応じ、当行が費用
を負担して温室効果ガス排出権を購入
する「カーボンオフセット定期預金『未来
の種』」の取り扱いを、２００８年４月、国内
の金融機関で初めて開始しました。

カーボンオフセット定期預金『未来の種』
～未来の地球を守る種まき～

　「カーボンオフセット定期預金『未来の
種』」による地球温暖化防止への思いが
込められたご預金を、環境配慮への取り
組みが先進的な企業や、温室効果ガス
削減につながる事業へご融資しました。

事業者向け環境配慮型融資『未来の芽』
～地球の“未来の芽”を育てます～

た
用
入
来
内

の
が
り
ス
。

環環

　環境対応型住宅および耐震住宅を購入
される場合、金利を引き下げることにより、
同住宅の普及促進を目指しています。
　太陽光発電システムやエネルギー効率の
高い住宅の促進により、温室効果ガスの
排出削減に貢献します。
　また、滋賀県には琵琶湖西岸断層帯が
存在しており、お客さまの生命や財産を
守るためのお役に立ちたいとの願いを込めています。

エコ＆耐震住宅ローン

　省エネルギー住宅のリフォームや
太陽光発電設備導入、耐震工事など
をお考えのお客さまには、「セレクト
リフォームローン（エコ＆耐震）」により、
通常よりも低い金利で必要な資金を
無担保でご融資いたします。

セレクトリフォームローン
（エコ＆耐震）

業務の流れ

顧客紹介

削減契約締結

エネルギー診断削減提案

しがぎん

パートナー
企業お取引先

②

④
③

設備資金融資

温室効果ガス
削減ニーズ把握

① ⑤

エコのかけはし

排出削減

しがぎん

地球環境保全に
貢献する企業、
事業者への
ご融資を実施

地球温暖化
防止への志のある
ご預金をお預かり

ＣＯ２の地産地消～京都ＢＩＷＡＫＯクレジット～

　２０１１年１２月、地域ブランド排出権「京都ＢＩＷＡＫＯクレジット」の第１号クレジットを取得しました。これは、京都ＢＩＷＡＫＯ地球温暖化対策
協議会により独自認定されたオフセットクレジット（Ｊ－ＶＥＲ）です。京都・滋賀地域で発生した排出権を対象としており、地域の省エネ推進
やバイオマス燃料の活用に寄与することを目的としています。
　当行は、「カシックス・油藤商事共同によるバイオディーゼル代替え事業」による１８ｔのクレジットを購入し、償却を実施いたしました。

京都ＢＩＷＡＫＯ地球温暖化対策協議会

ＣＯ２削減
認定 クレジット取引

地域ブランド

公的制度の準拠

環境保全活動

オフセットクレジット(J-VER) バイオディーゼル 代替え事業

バリュー

トラスト

ドネート

バイオディーゼル燃料
（BDF）の精製・製造

バイオマス燃料を車両に活用

油藤商事

カシックス

滋賀銀行

入
、

両商品ともご好評いただき取り扱いは終了しております

取引評価

信用格付

自己査定＋

・取引採算
・保 全 度

● 環境・エネルギー事業
● 地域再生・都市再生事業
● 医療・介護・健康関連事業 ● 高齢者向け事業

● 研究開発
● 起業

● 観光事業など、18分野の事業資金

・親 密 度
・環境配慮

定性評価
・業界動向
・事業基盤
・環境配慮など

定量評価
・収益性
・安全性
・成長性など
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京都産まれ、滋賀産まれの排出権（クレジット）を
「認定」することにより、経済的インセンティブを
後押しする“地域発の環境価値創造”制度



PLB資金の融資金利と合わせ
最大で年0.6%の引き下げ可能3

お借入

PLB格付BDを取得2
格付

PLB資金
実行件数
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持続可能な企業と地域社会の実現に向けて

　当行はお客さまとともに、琵琶湖をはじめとする地球環境保全のため「しがぎん琵琶湖原則（ＰＬＢ原則
＝Principles for Lake Biwa）」を策定し、ＰＬＢ原則への賛同を広く呼びかけています。

（2005年12月策定）

生物多様性格付（ＰＬＢ格付ＢＤ）～生物多様性保全の普及・啓発を願い～
　生物多様性とは、「さまざまな生態系に、さまざまな種の生き
ものが、さまざまな遺伝子を有して存在している」状態を指します。
生物多様性は、持続可能な社会の形成や事業活動に深く結び
ついています。

しがぎん琵琶湖原則（ＰＬＢ原則）

　しがぎん琵琶湖原則にご賛同いただいたお客さまのうち、ご希望の方には「環境を主軸としたＣＳＲ
経営に関する資料」に基づき、当行独自の「環境格付」の評価基準により、１５項目を３段階で評価します。
環境経営に対する「気づき」のツールとしてご活用いただいています。

環境格付（ＰＬＢ格付）

　環境保全に役立つ製品・サービスの開発や、省エネ設備などを導入される場合には、「琵琶湖原則
支援資金」によってご融資をいたします。その際、環境格付の取り組み度合いに応じて最大で金利を
年０．５％差し引かせていただいています。

琵琶湖原則支援資金（ＰＬＢ資金）

しがぎん琵琶湖原則（PLB）の3原則
環境保全に役立つ生産・販売・
サービス基準を策定します。1

環境配慮行動とビジネス
チャンスの両立を目指します。2

環境リスクを軽減し、持続可能
な地域社会を実現します。3

PLB格付
取得先

7,746先
PLB格付評価項目

生物多様性格付評価指標 PLB格付BDによる金利引き下げ幅

□ ISO14001等の認証取得
□ 環境会計導入
□ 土壌汚染、騒音、振動等への取組
□ 環境に配慮した製品・商品の取扱
□ 法令遵守方針の策定

□ 環境方針の策定
□ 環境保全のボランティア活動
□ 省エネ・省資源への取組
□ グリーン調達・グリーン購入の取組
□ コンプライアンスの推進部署の設置状況

□ 環境報告書の発行
□ 投資案件決定時の環境考慮対応
□ 温室効果ガス排出量削減への取組
□ リサイクルへの取組

（2009年10月取扱開始）

　環境省の利子補給制度を活用し、地球温暖化対策をサポートする「琵琶湖原則支援資金（環境省利子補給活用プラン）」を取り扱い
ました。なお、当行の「環境格付」が本プランの環境格付モデルとなっています。

ＰＬＢ資金（環境省利子補給活用プラン）

甲西中央支店　小畑 哲史

VOICE 環境対応型金融商品 推進担当者の声

　お客さまの省エネや環境に関するニーズ
は一層強くなっており、環境を軸としたビジ
ネス展開もより積極的になっていると肌で
感じています。一方で環境に関するビジョン
が形になっていない潜在的なニーズも数多
くあると思います。
　当行が保有する環境ビジネス情報の提供、
ビジネスマッチングの実践、環境対応型金融
商品を活用いただくことでお客さまの思い
を形にできればと考えています。

牧野支店　三木 晋一郎

VOICE ＰＬＢ格付ＢＤ 推進担当者の声

　「ＰＬＢ格付BDって何？」と、よくお客さまから
質問を頂戴します。
　ＰＬＢ格付BDの趣旨や、「生物多様性配慮」
についての測定・評価について説明すると、
賛同していただけるお客さまが多く、滋賀
県外のお客さまであっても、環境や生物多様
性保全に対して非常に興味を持っていただ
いていることがわかります。今後も、お客さま
にとって有意義な提案ができるよう努めて
まいります。

6つのPLB資金プラン

みずすましプラン

ISO

ISOプラン

省エネ・温暖化ガス削減プラン 土壌汚染防止プラン リサイクルプラン

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

30
1,167

40,000

45,000

60

90

120

150

180

210

240

270
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（注）L5に格付された場合はPLB資金をご利用いただけません。

エコクリーン資金・PLB資金・未来の芽 実績PLB格付による金利引き下げ幅

件数 金額（百万円）

505 1,994
2,8143,874

5,673
7,091

9,704
12,362 15,071

26,183

30,636

36,907

40,535

※件数は単年度の実績、金額は取扱開始からの累計額を表示しています。

PLB原則
賛同先数

8,168先

0.5％

0.4％

0.3％

0.2％

金利引き下げ幅格付評価
取り組みが先進的

取り組みが十分

取り組みが普通

今後の取り組みに期待

L1

L2

L3

L4

PLB格付

1 「豊かな生物多様性の継承と自然共生社会の構築」に賛同

賛同

評価指標（概要）
経営方針

推進・管理体制

活動の実施

普及啓発・活動の公表

分　野
1.「生物多様性保全」方針の策定状況
2. 推進・管理体制の構築状況
3. 影響の考慮と低減・回避のための行動の有無
4. ビジネスの中への組み込み状況
5. 自然再生や伝統文化保全の活動への貢献度合
6. 専門的な知識を有する研究機関等との連携状況
7. 社員や取引先に理解を深める機会の設定状況
8. 活動や成果の公表状況

L1+

L2+

L3+

L4+

PLB格付
BD

0.5%

0.4%

0.3%

0.2%

PLB金利
引き下げ幅

0.1%

0.1%

0.1%

0.1%

BD金利
引き下げ幅

0.6%

0.5%

0.4%

0.3%

合計金利
引き下げ幅

ＰＬＢ格付ＢＤの格付取得先2,329先
2012年3月末実績

2012年3月末実績

00
1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011（年度）

金額（百万円）（件数）

　お取引先の生物多様性の保全などに対する配慮が適切かどうかを、当行独自の指標で測定・評価させて
いただきます。一定以上の評価を取得いただくと「琵琶湖原則支援資金」の融資金利と合わせて最大で年０.６％の
引き下げが可能になります。
　生物多様性格付を環境格付と別立てとして公表するのは、全国の金融機関で初めての取り組みです。
（２００９年１１月運用開始）

　このように、企業や事業者が生物多様性の保全を求められている今、具体的な「道しるべ」となるよう策定したのが
「生物多様性格付（ＰＬＢ格付ＢＤ※BD＝Biodiversity）」です。

生態系バランスの破壊は、経営リスクにつながります

●琵琶湖の生態系バランスが崩れ水質が悪化すると、アオコや淡水
  赤潮などが発生し、異臭の原因や毒性物質の発生につながる危険
  があります。

●生態系を破壊した企業に対する信用の失墜や、法的措置などの
  リスクも発生します。

●近年、消費者や株主などの企業に対する評価基準の一つとして、
  環境への取り組みが挙げられるようになりました。

生態系の多様性 種の多様性 遺伝子の多様性

●生物多様性保全により、企業ブランドの価値向上や、環境配慮
  技術の創出につながる可能性があります。

例えば・・・

金融機関　  !初

生物多様性の保全は、ビジネスチャンスにつながります

地球環境との　 存 　栄共 共
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取り扱いは終了させていただきました
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太陽光発電システムの導入と生態系の保全

　自然エネルギーの導入を促進し、琵琶湖の環境と生態系を取り
戻すことを目的とするサービスです。
　お客さまが環境対応型融資商品を利用して太陽光発電システム
などを導入された場合、削減された温室効果ガスの量を当行が推計
します。そして、排出権取引価格を参考に金額換算し、琵琶湖の
固有種で絶滅危惧種のニゴロブナ・ワタカの保護・育成・放流事業に
資金を拠出しています。２００７年度より総額８７０万円を、公益財団
法人滋賀県水産振興協会が実施する琵琶湖の生態系保全事業へ
寄贈しています。これはニゴロブナ207,650匹、ワタカ138,０００
匹相当になります。

（2007年4月取扱開始）カーボンニュートラルローン 未来よし
　滋賀県の「観光事業」のみを投資対象とした
「滋賀の魅力発信ファンド」を取り扱っています。
　これは滋賀ならではの魅力ある地域資源の
「自然・食・歴史・産業」などを観光と融合させ、地域
ブランドの魅力向上や、地域資源を活用した商品・
サービスの企画開発に取り組むお客さまを支援
することを目的としています。
　第１号案件として、黒壁ガラス館（滋賀県長浜
市）を運営する株式会社黒壁のブランド力向上を
目的に、黒壁ガラスを応援するファンからの小口
出資形式にて募る「黒壁ガラス工房ファンド」に対
して、７５万円を投資いたしました。
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カーボンニュートラルローン 未来よし 実行件数 ニゴロブナ・ワタカ 放流数
ニゴロブナ ワタカ

自然エネルギー導入
ＰＬＢ資金（省エネ・温暖化ガス削減プラン）
エコ・クリーン資金（省エネ・温暖化ガス削減プラン）

エコ＆耐震住宅ローン
セレクトリフォームローン エコ＆耐震

適用金利よりさらに年▲ %0.1

生物多様性の保全

琵琶湖の環境と生態系保全の「いきものがたり」活動 連携  ●滋賀県農政水産部 ●公益財団法人滋賀県水産振興協会

融資

CO2削減量

放流資金
提供

ニゴロブナ

ワタカ

ふなずし

体重１００ｇのワタカは、夏場に
１日約３０ｇの水草を食べます。

※12ｃmまで大きくして放流

湖国の食文化の保全

水草の異常繁茂を防止

耳石 染色されたＡＬＣ耳石標識 〈写真提供：滋賀県水産試験場〉

放流するニゴロブナは、特殊な色素で
染色したＡＬＣ耳石標識により識別できる
ことから、一定期間後にサンプリング
（捕獲）して繁殖状況などを調査します。

カーボンニュートラルローン 未来よし　プロジェクトの流れ

しがぎんお客さま

対象商品
事業者向け

個人向け

太陽光発電システム導入などの場合

しがぎんが放流するニゴロ
ブナのしるしとして、3重の
リングマークをつけています

公益財団法人 滋賀県水産振興協会　常任理事 大江 孝二 様

VOICE 琵琶湖の固有種を保護・育成・放流する団体の声
　当協会は、琵琶湖の重要水産資源であるニゴロブナやホンモロコなどの種苗生産・放流事業を
実施しています。２００７年より、「カーボンニュートラルローン 未来よし」による寄付金を頂戴して、
ニゴロブナ、ワタカの稚魚を放流しています。減少傾向にあったこれらの漁獲に、近年、回復の兆し
が見られるようになったと漁業者の皆さま方から、嬉しいお話をお聞きできるようになりました。

琵琶湖のニゴロブナ漁獲量は、
1987年当時109ｔから
1997年には18ｔまで
減少しました。

しかし、当行のニゴロブナの
放流効果もあり、2009年には
41ｔまで回復しています。

2008 2009 2010 2011

（2011年5月取扱開始）

　当行は、英国の新聞フィナンシャル・タイムズとロンドン証券
取引所の合弁会社ＦＴＳＥ社の「ＦＴＳＥ４Ｇｏｏｄ Ｇｌｏｂａｌ Ｉｎｄｅｘ」
の構成銘柄に９年連続で選ばれています。「ＦＴＳＥ４Ｇｏｏｄ」指数
シリーズは、世界で最も注目されているＳＲＩ株価指数の１つです。
環境・社会・人権など、世界的に認め
られた企業の社会的責任基準を満た
した企業により構成されています。

　国連環境計画（ＵＮＥＰ）が提唱している「環境と持続可能な発展
に関する金融機関声明」に市中銀行で初めて署名しています
（２００１年）。当行は環境経営
を展開し「金融機関声明」の
精神の実現に努めています。

31,800 33,250 34,100

43,400

55,000

30,100

43,000

2012（予定）

35,000
40,000

滋賀の魅力発信ファンド～金融機関初の観光振興特化事業～

ＳＲＩファンドへの組み入れ 「ＵＮＥＰ金融機関声明」に署名

　“地域の産業を地元の金融機関が融資で応援する”というコンセプトのもと、中堅・中小
企業および個人事業主を対象とした「経営者応援ローン『地産地融』」を取り扱っています。
　滋賀県内の伝統的な産業を守り、新しいビジネスの芽を育てていくため、担保・保証に
依存しない融資商品（無担保、第三者保証人不要※個人の場合は原則保証人不要、
保証機関保証不要）です。

（2011年8月取扱開始）地産地融～地域とのリレーションシップを実践～
ち　　さん　　 ち　　ゆう

（年度）

１０４ ８９ １０８
１３５

１９０

363

役職員でニゴロブナ・ワタカを琵琶湖に放流

　環境問題や法令等順守、社会的責任への取り
組みが高いと評価される企業や取り組みに投資
する投資信託商品、ＳＲＩ（社会的責任投資）ファンド
を豊富に取り扱っています。
　なお、ご購入時にできる限り紙資源を使わない
ようにとの観点から、「ネット投信専用ファンド」と
しています。

その他

外国株式

国内株式

投資対象 ファンド名

●日興エコファンド

●地球温暖化防止関連株ファンド　＜愛称：地球力＞
●グローバル ウォーター ファンド

●ＤＩＡＭ高格付インカム・オープンＳＲＩ　＜愛称：ハッピークローバーＳＲＩ＞
●グリーン世銀債ファンド

豊富なＳＲＩファンドラインナップ

大きく
育ってね

黒壁ガラス館（写真提供：びわこビジターズビューロー）
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